
� はじめに

野島（１９９７）は、「心理臨床家を目指す

人に望む学習」として、�認知的学習、�
体験学習、�実習、�スーパービジョンの
４つをあげている。また入江（２００４）は、

カウンセリングの習得においては、一般

に、講義や読書によってカウンセリングを

学ぶ知的学習と、自らの体験を通して学ぶ

体験学習があると述べている。いずれにお

いても体験学習が重視されている。

体験学習の一つとして、村山は１９７５年度

よりトライアルカウンセリング（Trial

Counseling：以下T.C）を実施している

（内田ら，１９７８）。村山によると、T.Cと

は、ある一定期間、自らクライエントにな

り、専門のカウンセラーに面接を受け、そ

の経過を吟味、分析する学習のことであ

る。主な目的は、�より共感的にクライエ
ントの理解をすること、�カウンセラーへ
のフィードバックを通して面接技法を検討

すること、�自己理解を深めていくことな
どである。

T.C体験報告としては以下のようなもの

が挙げられる。まず、三塩ら（２００８）は臨

床心理士を目指すにあたり、自分自身のあ

り方を見つめ直し、面接技法を実感として

学ぶことができたことを報告している。ま

た、大庭ら（２０１１）は�セラピストの姿勢
からカウンセラーのあり方を学ぶ、�クラ
イエントの視点からセラピストとしてどう
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要 約

本稿では、まず大学院での臨床心理士養成のための教育の一貫として課せられた５回限

定のトライアル・カウンセリング（原則として外部の相談機関等における臨床心理士によ

る有料のカウンセリングを受けること）の構造について述べた。次に４人の院生による

「クライエント体験」について、スタートする前の心境、面接のプロセスについて報告

し、コメントをした。そして考察では、「クライエント体験」を通して得られたもの、感

じたものについて、�クライエントの気持ちを理解すること、�面接技法について理解す
ること、�自己理解の促進、の３つの観点から論じた。
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ありたいかを考える、�自分自身に対する
肯定的な変化、という３つの意義を見出し

ている。さらに、谷澤ら（２０１２）は�カウ
ンセリング場面での「クライエント」の世

界の体験、�カウンセラーとの「ラポー
ル」形成の体験、�話すことによる自己変
容の主観的体験、�来談者の心理への理
解、�自己理解の促進体験、という５つの
体験をしたと述べている。

このたび筆者ら臨床心理士養成の指定大

学院における授業（教育）の一環としてT.

C体験をする機会を得た。そこで本稿で

は、まずT.Cの構造について述べ、次にT.

C体験について報告し、その体験の意義に

ついて考察を行う。

� トライアル・カウンセリングの構造

１．クライエント体験者

大学院の修士課程１年生（１５名）。本稿

では４名（A～D：全員女性）について取

り上げる。

２．期間と回数

２０１３年５月から２０１３年９月までの間に、

５回限定でカウンセリングを受ける。

３．担当カウンセラーと料金

�学外の臨床心理士；有料となるが自己
負担。他大学の心理教育相談機関等も可。

�学内の心理教育相談所の臨床心理士の
インテーカー；無料。

４．場所

�学外のカウンセリング機関・心理教育
相談機関の面接室。

�学内の心理教育相談所の面接室。
５．実施方法

クライエント体験者は自分で担当カウン

セラー（相談機関）を選択し、担当カウン

セラーには大学院の授業の一環としてのT.

Cであることを予め伝えた上で、５回限定

の有料カウンセリング面接を受ける。面接

の方法についてはカウンセラーに一任。

�．クライエント体験の報告
以下の体験報告では、クライエント体験

者A～Dが個別に、（１）スタートする前の

心境、（２）面接のプロセス、（３）コメン

トの順に記述することにする

１．Aの体験報告

（１）スタートする前の心境

まず、自宅から近いという理由でとある

機関に申し込もうと連絡したところ、T.C

を受け入れたことのない機関であったた

め、断られてしまった。そういった理由か

ら学内の相談所でのT.Cを受けることとな

ったため、見知った機関であるという安心

もあったが、断られてしまった機関への不

満を引きずりながら臨むこととなった。

また、自分の中でカウンセリング機関を

訪れ語るような悩みは一切ないと感じてい

たので、T.Cの必要性について若干の疑問

を抱いていた。

（２）面接のプロセス

＊＃１～＃３：自分の健康状態について

T.Cを受けた時期は健康上の問題を２つ

抱えており、その内の１つについては２回

目と３回目のカウンセリングの間に手術を

控えていた。そのため、初回と２回目は主

に手術への不安と健康状態についてのこと

を話題とした。

話し始めた当初は気付いていなかったが

手術が不安だった理由として医師からの説

明が少なかったことが大きいのだと気づい

た。また、その健康上の問題を抱えている
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こと自体にばかり目が向いており、その問

題が生活に与える影響など全く考えていな

かった。そのため、カウンセラーをしてく

ださった方からの「その問題があることで

一番困っていることは何ですか？」という

質問にハッとさせられ、私の抱える問題が

日常生活に与える影響やそれを軽減するた

めにどうしたらよいのかを考えるきっかけ

となった。

＊＃４～＃５：SNSでの人間関係について、

これまでのまとめ

４回目のカウンセリングを行う直前ま

で、後半２回も３回目までと同じく健康上

の問題を話題にしようと考えていた。しか

し、その問題については一段落ついたよう

にも感じたし、また新しい悩みが思い浮か

んだということもあったため、カウンセ

ラーに「前までと話が変わるのですが…」

と断った上で私のやっているSNSでの人間

関係について話すことにした。話し始めた

時は何となく話したかっただけでそれほど

困っている事ではないと感じていたし、４

回目の最初の１０分はいまいち要領を得ない

話が続いた。その話の中でカウンセラーが

繰り返した言葉に話したい事を見つける

と、その後は滔々と語る場面が続いた。４

回目のカウンセリングが終わっても話足り

ないことがあり、５回目にその続きを持ち

出すほどであった。

５回目のカウンセリング後半ではT.C全

体のまとめや、感じたことなどをカウンセ

ラーと共有した。初回から５回目まで話題

が変わったことと時間があいてしまったこ

とがあり、なかなか思い出せなかったり話

しながらしっくり来なかったりするとき

も、カウンセラーは静かに私の言葉を待っ

てくださった。その態度にとても安心し

て、最後まで気持ちよく話をすることがで

きた。

（３）コメント

T.Cでは、実際のクライエントが相談所

に来所して話をするという一連の流れを体

験するとともに、「私がカウンセラーだっ

たら」という考えを常にもつようにしなが

ら進めていった。

５回のカウンセリングを通してハッとさ

せられたり、自分の中で新しい発見をした

りすることは多かったように感じる。特に

私が２回目のカウンセリングでカウンセ

ラーからの質問によって得たものは、大き

かったように感じる。

今回話した悩みや問題は通常ならカウン

セリング機関を必要とするまでもなく自分

の中で解決できるようなものであったこと

から、自分の深い部分について話すことは

ほとんどなかった。しかし、４回目のカウ

ンセリングでは主訴としたこととは違う話

をしたくなり、その話について滔々と語っ

た場面があった。振り返ると、それまでの

３回を通してカウンセリングに慣れてき

て、このカウンセラーならきっと落ち着い

て話を聞いてくれるだろうという安心から

その話をできるようになったのだろうと感

じられる。また、カウンセラーが私の言葉

を整理して返してくれたり繰り返したりし

たことによって、私の気持ちを整理するこ

とにもつながったように感じる。もし４回

目に主訴とは違うからと話すのを辞めてい

たら、４・５回目に話したことで生まれた

すっきりとした気持ちは味わえなかっただ

ろうと思った。

T.Cに臨む前は、この体験の必要性につ
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いて疑問を抱いていたが、クライエントと

してカウンセラーに話を聞いていただくこ

とは私にとって「気づき」をたくさん得ら

れたよい体験となった。

２．Bの体験報告

（１）スタートする前の心境

筆者は元々不安の高い性格である。電話

段階では、予約が自分の思うように取れ

ず、日程の調整でX相談所を手間取らせて

しまい、罪悪感を抱いた。カウンセリング

には期待することが多かったが、このよう

な罪悪感を抱くならもう行きたくないとい

う気持ちも生まれた。

（２）面接のプロセス

＊＃１：初回面接

面接直前、緊張で体調が悪くなった。面

接は問診票をきっかけにして進められ、初

めは私も何から話せばいいのか分からなか

ったのでインテーカーの質問に答える形で

行われた。しかし面接が進むにつれ緊張が

解れていき、後半は自分ばかり話してい

た。自分の生い立ちや現在の生活など、話

したかったことが話せて大変満足した気分

であった。

＊＃２：主訴の変化

担当のカウンセラーは初対面時に松葉杖

をついていて大変驚いたが、面接中はそこ

まで気にならなかった。前回の面接から１

か月の間が空いたため、初回面接で確定し

た主訴は自分にとって重要なことではなく

なっていた。そのため、新しい問題を話し

たのだが、この聞き取りに時間がかかり、

情報のみ淡々と語っていたという印象があ

った。カウンセラーが私の主観的世界を理

解しようと努力したためであるとは分かる

のだが、どこか物足りなさを感じた。初回

面接と比べ、かなり落ち着いた態度で面接

に臨めており、面接場面に慣れてきたこと

が自分で分かった。

＊＃３：抑うつ気分

新しい主訴は、“資質的に自分が臨床心

理士に向いていないと思う”というもので

あった。電話予約の時に強い罪悪感を抱い

たことや、自分の生い立ちや生活について

改めて話し、不安を抱きやすい性格であ

り、人の援助などできないのではないかと

考えていることを述べた。当時この考えは

自分にとってかなり大きく、揺るぎないも

のとなっており、毎日考えては抑うつ的に

なっていた。そのため、「まったく展開す

る気がしない」と素直に発言すると、展開

する気がしないとはどういうことか質問さ

れ、そこから後半は面接が進んでいった。

この面接で抑うつが改善することはなかっ

た。

＊＃４：カウンセラーの人間性

あるテーマについて話を展開しようと思

ったが、カウンセラーは「それも気になる

けれど、前回言っていた○○についても話

してほしい」と言われ、気が削がれた感じ

がした。しかし、結果として今まで目の行

かなかった部分に話が進んだ。また、「今

成長している途中に感じられます」「とて

も誠実だし、真面目なんだと思います」

「その方が人間らしくていいと思います」

といったカウンセラーの人間性からくる感

想が一番嬉しかった。そうした理由から自

己受容が多少は促進されたが、この面接終

了後も抑うつ気分は続いた。

＊＃５：最終面接・振り返り

振り返りが中心となった。前回の面接と

の間に、日常生活で抑うつを多少改善して
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くれる出来事が起こったため、そのことに

ついても言及した。カウンセラーには最後

ということで今まで私に対して感じていた

ことや、日常生活での心構えなどのアドバ

イスを述べられた。思えば、受容された

り、共感されたり、話をまとめられたりす

ることより、カウンセラーの私に対する感

想の方が心に残っている。

（３）コメント

今回のT.C体験そのものが自身に与えた

影響は大きかったとも小さかったとも言え

る。それは、�私が臨床心理士を目指して
いること、�“資質的に自分が臨床心理士
に向いていないように思う”という主訴で

あり大きな抑うつを伴っていたことと関連

している。

� 臨床心理士を目指すにあたり

実際にクライエントがカウンセリング場

面でどう感じるのか体験することができ

た。クライエントによっては初回面接まで

に強い緊張・不安を感じ、場合によっては

その後の面接でも緊張が持続することが示

唆された。そのため、ラポールの形成には

時間がかかる場合、カウンセラーは根気強

く待ち、支持をしていかなくてはならない

と思った。私が＃２で感じたような不満か

ら面接に来なくなることも考えられる。早

期解決を望むクライエントが、“お金を払

ってまでカウンセリングに行く意味はな

い”と途中で面接を中断したくなる気持ち

が分かった。また、次回の面接までに長い

期間をおいてしまうと、クライエント自身

が日常生活で大きく変化してしまうことも

あり、カウンセラーはクライエントの気持

ちについていくことが困難になるというこ

とが分かった。

� 主訴とそれに伴う抑うつ

カウンセラーと話をしていく中で、カウ

ンセラーの人間性や性格傾向を感じる場面

がたびたびあった。このことは、私も自分

らしい臨床心理士になればいいのではない

かという自己受容に繋がった。しかし、主

訴とそれに付随して生じていた抑うつに関

しては面接では大きな改善が見られず、５

回のT.C終了後も「やはり自分は向いてな

いのではないか」とたびたび落ちこんでい

た。これは、短期の回数が限定された面接

では、クライエントの問題が深いものであ

るほど解決されないことを示している。

３．Cの体験報告

（１）スタートする前の心境

非常に緊張しており、電話予約をする時

点で「何か間違ったことを言ってしまわな

いだろうか」「どもったりしてしまわない

だろうか」と不安に思った。しかし、電話

をした機関はT.C.の受け入れを以前から行

っている機関であったため、特に細かい説

明をすることなく受け入れていただけた。

丁寧な電話の対応と優しい女性の声のおか

げか、緊張も幾分和らいだ。

（２）面接のプロセス

＊＃１：申込書の確認とそれまでの歩み

家族構成、現住所、主訴である「悩みす

ぎてしまうこと、誰かに相談できないこ

と」など、申込書に書かれている内容を確

認しながらじっくりと聞いていただいた。

また、話の途中で支持を入れてもらえるこ

とが多く、まさかそのように言ってもらえ

ると思わなかったので「この人は私をわか

ってくれるのだな」と素直に思えた。

＊＃２：高校までの私について

自由に話していいことはわかっていたの
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だが「カウンセラーに何か言われたら受け

答えをすべきなのではないだろうか」とい

った感覚が生まれ、戸惑ってしまった。幸

い、カウンセラーは私が話しやすいように

言葉かけをしてくださったので、時間が経

つにつれて安心して話せるようになってい

った。小学校、中学校、高校時代の話を前

回よりも深く話す際「教師に対して敵意が

あった」と言ったあとで「カウンセラーも

教員であるのに、このような事を言って良

かったのだろうか」と不安になったが、カ

ウンセラーは頷きながら「それは辛かった

ですね」と共感してくださったので、安心

して話すことができた。

＊＃３：過去の自分を表すキーワード

今回、突然私の口から「無駄だと感じる

ことが多い」という言葉が出て、私自身が

言っているにも関わらず驚いた。もとはカ

ウンセラーに「お話を伺っていると、何か

遠回りするようなことは好きじゃない、と

いう風に感じるのですが」と言われたこと

がきっかけであった。確かに、私は高校生

くらいまで「何をしても無駄である」とい

う感覚が非常に強くあったが、今まですっ

かり忘れていた。こんなにも頭に残る言葉

であるのに、なぜ今まで忘れていたのだろ

うかと非常に不思議に感じた。

＊＃４：自分の特性と主訴の関係

＃３の最後で「自分の特性について考え

てみるといいかもしれませんね」と言われ

たことを思い出し、それに沿って話をする

ことにした。私は自分の特性を「正義感」

であると語った。この特性にまつわる出来

事はどれも私にとって暗く重たいものであ

ったため、普段人に話すことはなかった。

そのため、話そうとすると喉がつかえ、言

い出すのに時間がかかったように思う。し

かし、カウンセラーが静かに私が話し出す

まで待っていてくださるのを見て、少し落

ち着くことができた。面接終了後、今まで

人に話したことのない内容を話したため

か、強い疲労感があった。しかし同時に、

人に話すことができた爽快感や達成感もあ

った。

＊＃５：自分の特性を踏まえた最近の出来

事

＃４が私にとって山場だったらしく、今

回は積極的に話したいことが出てこなかっ

た。しかし、何か話さねばならないと思い

これまでの面接で気づいたこと、感じたこ

と、日常生活で嫌だったことを話していっ

た。すると、カウンセラーから「面接の場

で成長せねばならないと思っているように

見えますね」「嫌だったことを話すとき具

体性を持たせずに話すことも、あなたの特

性によるものなのかなと思いました。」「自

分にも他人にも厳しいのだろうなと感じま

す」というフィードバックを受けた。実際

その通りだったが、フィードバックされな

ければ気づこうとしなかったと思う。特に

「自分にも他人にも厳しい」ことは、私に

とって認めたくない部分であったため、思

わず否認してしまった。

（３）コメント

今回のT.C.を通して、クライエントが相

談所へ来所するということは、非常に力の

いることなのだということを身を持って経

験できた。また、予約を取る前の段階で、

自分は受け入れてもらえるのかといった不

安を体験することができた。面接のプロセ

スにおいて、＃１では、申込書の確認とい

う形で尋ねられたため、主訴について話す
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場合でもあまり侵襲的に感じず滑らかに話

すことができた。しかし＃２では、自由に

話しをすることに抵抗を感じてしまい、カ

ウンセラーに促されてようやく話すという

流れであった。これは、まだカウンセラー

にどこまで話していいのか判断がつかず、

主訴について話すことに抵抗を感じている

ことの現れだったのではないだろうかと考

えられる。次に、＃３では、クライエント

が意識していないことを意識できるように

するという過程を直に体験することができ

た。また、＃３からカウンセラーに何を言

っても受け止めてもらえるのではないかと

いう感覚が芽生えた。これは、私が忘れて

いたような感覚でさえもカウンセラーは拾

ってくれるのだと感じ、カウンセラーに対

してラポールが生まれたからではないかと

考えられる。さらに、＃４では、私にとっ

て難しい話題を話すことができた。話して

いる間にも、忘れていた感覚や様々な洞察

が得られ非常に有意義な面接であった。こ

のように、語りづらいことを語り、さらに

有意義な面接と感じられたのは、カウンセ

ラーと適切なラポールを築けていたからだ

と考えられる。もしカウンセラーと適切な

ラポールが築けていなければ、おそらく苦

しいだけの面接となっていただろう。最後

に、＃５では、カウンセラーからフィード

バックを受け、「その通りだ」と感じる反

面「そんなことはない」と否定する気持ち

も生まれ、どうしてよいかわからずカウン

セラーの言葉を否認してしまった。これ

は、私の心の中核をあまりに的確に示され

たために生じた一種の抵抗であると考えら

れる。また、カウンセラーとのラポールが

築けているからこそ、否認をしても大丈夫

だろうと感じその感覚を面接の場で出すこ

とができたのではないかとも考えられる。

４．Dの体験報告

（１）スタートする前の心境

初めてカウンセリングを受けるという緊

張感のせいか、相談室に予約の電話を入れ

るのにも相当な覚悟が必要であった。特に

大きな悩みがなかった私でさえそのように

感じていたことから、実際に悩みを抱えて

電話をしてくるクライエントはどれほどの

不安や緊張を感じているのだろうかと考え

た。

T.Cについては理解のある相談機関であ

ったため、スムーズに話を進めることがで

きた。電話対応をしてくださった方も終始

優しい口調であり、利用条件や予約手続き

について詳しく説明していただいた。しか

し、電話中に緊張感が解かれることはな

く、電話を切った瞬間に大きく脱力した。

緊張感を覚える一方で、T.Cを実施する

ことに期待をしている自分もいた。今まで

誰にも話さずにいたことを、この機会に整

理し、自己理解を深めたいという思いが強

かったからかもしれない。

（２）面接のプロセス

＊＃１：インテーク面接

相談室に入ると受付の方が丁寧に対応し

てくださったので、そこでいくらか緊張が

和らいだ気がした。

しばらく待合室で待機した後、インテー

カーの男性と陪席者の女性が迎えにきてく

ださり、お互いに挨拶をしてから面接室に

通された。私からT.Cについての説明を改

めて行い、理解を得てから面接が開始され

た。

面接では、主に私自身の過去の出来事に
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ついて話をした。特に辛かったことを話し

ている時には、共感を示す言葉をかけても

らい、言葉につまる場面もあった。今まで

誰にも話さなかったことを理解し、受け止

めてくれる方が目の前にいるということに

ひどく安心した。

＊＃２：面接（過去の出来事について）

担当者が博士課程の男性の方に決まり、

本格的な面接に入った。面接の中で自分の

過去と向き合うことになったのだが、その

時の自分の気持ちや行動というものが上手

く言葉に表せないこともあった。そんな時

はカウンセラーが、無理に言葉にする必要

はなく、よくわからないということも重要

なのだということを教えてくれた。また、

今まで避けてきた感情にぶつかり、私が考

えている時に、じっと待っていてくださっ

たことも安心して話すことができる要因の

１つだったように思う。

最後にカウンセラーから、ジェノグラム

を用いた面接をやってみないかという提案

をしていただいたので、ぜひやってみたい

ということを伝え、この日は終了した。

＊＃３：ジェノグラムを用いた面接

ジェノグラムを用いればもっと深い理解

が得られるのではないかということで、ジ

ェノグラムを作成していった。カウンセ

ラーさんがどのような順番で質問をして書

き込んでいくのか、実際に答えながらその

過程を見ることができたのは、とても貴重

な体験であった。

三世代遡ったところで、それぞれの人物

の性格を明らかにしていく作業に移った。

その結果見えてきたのは、両親共に祖父母

の性格をかなり濃く受け継いでいること、

私の性格が家族の中では異質なものである

ことだった。

次回は人間関係について見ていくとのこ

とだったので、家族の関係性の中にある私

自身について何かわかるのではないかとい

う期待が高まった。

＊＃４：ジェノグラムを用いた面接

私と家族との関係だけでなく、その他の

関係性、例えば両親と弟の関係、両親と祖

父母の関係などを見ていくことにより、家

族が今どのようなバランスで成り立ってい

るのかがはっきりしてきた。その上で、私

が両親からどのような影響を受けているの

か、家族の中での私の役割はどんなものに

なっているのかなどを、カウンセラーが仮

説としていくつか挙げてくださった。その

仮説は決して無理に押し付けるものではな

かったため、自分なりに理解し、納得ので

きるものだったのだと思う。

終わりの方にカウンセラーから、今回ジ

ェノグラムを用いてみて家族に対する考え

方はどのように変わったかと尋ねられた。

私は、今まで考えたことのなかった家族の

見方ができたように感じ、考え方の１つと

してすとんと自分の心に落ちてきたような

感覚であること、全体的に良い方向に変わ

ったことを伝えた。

＊＃５：面接（これまでのまとめ）

前回からの１週間で、母親とじっくり話

す機会があり、その時に家族のこと、過去

に私が感じていたことを話すことができ

た。カウンセラーにそれを伝えると、私が

言わずに我慢してきたことを話す時期がき

ているのかもしれないということであっ

た。ばらばらとただそこにあるだけだった

考えを整理してもらい、同時にまとめられ

ていくことで、私の中で１つの区切りがつ
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いたのかもしれない。

最後に、カウンセラーが今回の面接でジ

ェノグラムを用いてみようと思った経緯

や、その効果について話してくださった。

自分の家族について考え直す良い機会にな

ったこと、面接を始める前よりポジティブ

な考え方に変われたこと、そして何より話

を受け止めてもらえたことが嬉しかったこ

とを伝え、面接は終了した。

（３）コメント

T.Cを通して、心の内にあることを他人

に話すということは、多少なりとも痛みや

恐怖を伴うことがわかった。整理ができて

いない感情を話しているうちに、どこまで

話して良いのか不安になったり、こんなこ

とまで話して良いのか怖くなったりしたこ

とがあったからだ。そんな時、カウンセ

ラーの方から無理に言葉にしなくても良い

のだと言われ、安心して面接が続けられ

た。このように、クライエントが話すこと

に不安を感じていたり抵抗を感じたりして

いる場合は、その事実をきちんと受け止

め、無理に言語化をする必要はないのだと

考える。

今回ジェノグラムを用いて面接を進めて

いった。家族の性格や関係性を目に見える

ようにしたことで、現在の家族の状況がよ

り理解しやすくなったと思う。カウンセリ

ング後半には、自分に求められている家族

の中での役割のようなものも見えてきた。

さらに、カウンセラーが仮説という形でい

くつかの考えを提示してくれたおかげで、

自分に１番しっくりくるものはどれなのか

熟考できたように思う。ジェノグラムを用

いて家族関係を整理していくだけでなく、

そこから何を読み取り、どのような仮説を

立てていくのかが非常に重要であることを

感じた。

クライエントの立場でカウンセリングを

受けることで、今まで気づかなかった自分

の内面に目を向けることができた。自分が

もっている不安や辛さを自由に話せる場が

あることへの安心感、そしてそれを受け止

め、共感し、理解してくれるカウンセラー

の存在は、クライエントにとってとても貴

重なものである。しかし、そこには常に痛

みや恐怖、不安も同時に存在していること

を忘れてはならないと痛感した。私自身T.

Cを通し、心の内を整理してもらうこと

で、以前より物事を前向きに捉えられるよ

うになったと感じる。短期間であったもの

の、予想よりはるかに多くのことを得られ

た貴重な経験となった。担当してくださっ

たカウンセラーに感謝したい。

� 考察

今回のT.C体験は、４人とも異なる先生

に担当していただき、異なる体験をもって

いる。しかし、この体験は心理臨床家を目

指す４人にとって、自分自身のあり方を見

つめ直し、これからの人生・生き方を考え

るという点で全員に共通している。４人の

コメントを踏まえ、今回、村山の言うT.C

の目的（内田ら，１９７８）に沿って考察を行

うこととする。

１．クライエントの気持ちを理解すること

T.C体験とはいえ、筆者らはそれぞれ、

自分にとっての主訴をもっていた。しか

し、Aのように面接中にテーマが変わるこ

とや、Bのようにインテーク面接から時間

が経過することで主訴に変化が生じること

は往々にして生じると考えられる。
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面接に臨む前からAは他相談機関への不

満を抱えており、B・C・Dは大きな緊張

感をもっていた。そのなかでDはカウンセ

リングへの期待も感じていた。このよう

に、実際のクライエントも各人各様の気持

ちをカウンセリングに対して実際の面接が

始まる前から持っていることが推測され

る。また、Bは相談所に迷惑をかけたので

はないかという罪悪感を抱き、Cは受け入

れてもらえるのかという不安があったこと

を述べている。このように、クライエント

の特性だけではなく、電話予約の段階が面

接に影響を与えることも推測された。

面接において、カウンセラーに対して安

心感をもつには、数回の面接を経験する必

要があることも示唆された。Aは自身の４

回目の面接で主訴とは別の話を始めようと

思ったこと、Bが２回目の面接から落ち着

いて話せるようになったこと、Cが３回目

の面接で「何を言っても大丈夫」という感

覚が得られたことなど、それぞれ安心感得

られるようになるまでに時間がかかった。

実際のクライエントも同じく、カウンセ

ラーと時間をかけてラポールを作り、自ら

の核心的な問題に徐々に近づいていくので

はないだろうか。

このように、実際にクライエント体験を

することで、クライエントの気持ちへの理

解が深まることとなった。

２．面接技法について理解すること

今回、T.Cカウンセラーの技法や立場は

様々であったが、言語を用いた面接であっ

たという点は４人とも共通している。Aと

Dは自身の言葉を整理されたことが気持ち

の整理につながったことを述べている。B

は質問や共感よりも、カウンセラーの人間

性が現れた言葉がけが一番心に残ったとし

ている。Cは何回かフィードバックを受け

ることによって自身の気づこうとしなかっ

た特性に気が付いた。カウンセラーがした

であろうことはカウンセリングの基本であ

る。しかし、筆者らのクライエント体験

は、そこが重要であることを示唆してい

る。

また、基本的な面接技法であったという

点は共通しているが、前述のように自身に

とって有益となった面接技法は個々人によ

って異同が見られる。Bの問題は「自身の

資質が臨床心理士に向いてないのではない

か」というものであったため、カウンセ

ラーの職業人としてではない言葉がけが大

きく影響した。Dは家族に関する主訴であ

ったため、ジェノグラムを使用した面接

は、自身の問題を視覚化し、整理するのに

役立ったと考えられる。このように、クラ

イエントのもつ問題の内容によって、効果

的となる技法は変化すると考えられる。ま

た、Cは＃４において「自分の特性につい

て考えてみるといいかもしれませんね」と

いう助言を受けている。これは、それまで

の面接によってラポールが形成されたこ

と、そしてCの語りの中で明らかとなって

きた問題の核心を考えての発言であると推

察される。このように、主訴からではなく

面接を重ねることを通して、そのクライエ

ントにとって適切な技法をアセスメント

し、提供することも求められると考えられ

る。

３．自己理解の促進

個人差はあるものの４人とも自己理解が

促進された。例えば、Aはカウンセラーが

落ち着いて話を聞いてくれたこと、整理し
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て返してくれたことなどを通して「気づ

き」をたくさん得られたと述べている。ま

た、Cの事例からは、自身の問題を話し、

それについてのフィードバックを受けるこ

とで、自身の気が付かなかった部分に目を

向けられたことがうかがえる。このよう

に、話すことを通して自分の問題と距離を

取り、客観的な視点を得ていくということ

は、４人の自己理解が促進された理由とし

て第一に考えられる。

これは有益なことではあるが、話すとい

うことは、Cのように認めたくない部分に

視線がいってしまったり、Dのように「ど

こまで話してよいのかの不安」に繋がった

りすることも考えられる。このように、自

己理解は深めればよいというものではな

く、時期と量を適切にアセスメントする必

要があると考えられる。さらにBに見られ

るように、問題が自身にとって重大なもの

であれば、自己理解を多少深めるのみでは

抑うつの解消に役立たないことも示唆され

た。

しかしながら、T.Cは今後心理臨床家と

して生きていくために自分自身を知る大切

な作業であったとともに、一個人として今

後充実した人生を送っていくためにもその

糧となる充実した時間であった。
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